
(1) 担当支部： 石川支部 11108
分水嶺区分 2005年 4月 22～24日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
A隊 岡本明男 7495
　　　大庭保夫 11108
　　　前川　陽 12620
　　　前田健進 12959

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
A,B,C隊
歩行開始点　　 中高谷出合 136 34 35 48 36.7 560.1 7:09

中高山 136 35 35 47 50.9 1,109.2 10:10 10:35 B2/B3
分水嶺到達点W093 中高山肩 136 35 35 47 44.6 1,107.1 11:21 11:45 B3
C隊（日帰り）

中高谷出合 136 34 35 48 36.7 560.1 14:29 B2/B3
A隊（２泊３日）

藤倉谷の頭幕営地 136 35 35 47 54.5 1,094.8 13:04 B3
　〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 5:12
中ノ水谷西コル 136 36 35 47 34.5 945.6 6:21 B3
1095mⅡ峰 136 36 35 47 19.1 1,048.4 8:24 8:35 B3
屏風山南尾根端　 136 37 35 47 15.1 1,071.0 10:08 10:15 B3

A隊２分地点 中ノ水谷東コル 136 37 35 47 35.5 1,215.7 11:58 12:15 B3/B4
W092　折返し点 屏風山(南山頂） 136 37 35 47 44.2 1,314.2 13:10 13:20 B3

ビバーク地点  ┐形ピーク南コル 136 36 35 47 23.5 945.8 17:55 5:40 B3
藤倉谷の頭幕営地 136 35 35 47 54.5 1,094.8 18:42 B3
　〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 7:59 B3
　〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 11:03

分水嶺離別点W093  中高山肩 136 35 35 47 44.6 1,107.1 12:31 12:50 B3
中高山 136 35 35 47 50.9 1,109.2 13:34 13:55 B3

歩行終了点　    中高谷出合 136 34 35 48 36.7 560.1 15:50 B2/B3
B隊(１泊２日）

最低のコル 136 35 35 47 19.0 991.2 12:27 B3
西ノ水1083m峰肩 136 35 35 47 3.6 1,093.0 13:45 B3

W094　三角点 蠅帽子嶺 136 34 35 46 40.7 1,036.0 15:40 B3
蠅帽子峠幕営地 136 33 35 46 46.6 969.0 16:25 B2

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 6:45
W095　三角点　　　越山 136 32 35 46 44.8 1,130.0 9:30 B2/B4

小沢川コル 136 32 35 46 47.2 1,072.0 9:45 B3
W096の三角点の東 刈安山分水嶺高点 136 31 35 47 17.5 1,324.0 11:10 11:40 B3/B4
分水嶺離別点W093  蠅帽子峠幕営地 136 33 35 46 46.6 969.0 13:35 14:40 B2/B4

蠅帽子川下降点 136 34 35 47 23.3 621.0 15:20 B3
歩行終了点　    中高谷出合 136 34 35 48 36.7 560.1 17:20 B3

総歩行時間（休憩時間を除く）：

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W092～096

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項
残雪は刈安山～越山、中高肩、屏風山南尾根端にあったが、全体としてヤブ漕ぎを強いられた。しかし、草木の茂りには早かったのが幸い。

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

 A:24:53(24:13)  B:18:37  C:6:31

進入ルート車道の残雪状況を事前に２度確認に行く。分水嶺までをC隊が荷揚げとルートづくりをサポート、左右へ隊を振り分けA隊は屏風山
B隊は刈安山へ。A隊のコースは、一部で僅かな残雪を拾えるものの、殆ど超ヤブ。かって境界を管理した人跡が微かに残っているような所も
あったが入山者は極まれだろう。B隊のコースは、蠅帽子峠付近まではヤブであるが、踏跡が所により明確。越山、刈安山では残雪が残り

特記事項

2004年中に確認報告済み。ただし、（W096)刈安山は未確認
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先のルート偵察13:30～16:00

(8)～(11)の特記
事項等との関係

三角点

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

国道１５７号中島～笹生川ダム～蠅帽子川中高谷出合（市道終点）
中高山肩（中高山北峰）～A屏風山往復　～B蠅帽子嶺～越山（おやま）～刈安山～往路を戻り蠅帽子峠～蠅帽子川下る

58.1能郷白山

能郷白山

分水嶺は、福井、岐阜両県の県境となっていて、踏査区間に苔むしたコンクリート製の古い境界柱が数箇所見受けられた。

③その他概ね先の主要地点の踏査報告のとおりである。

本区間は、1000～1100m台を中心とした、標高であるが、複雑な地形で分水嶺は見極めにくく、ルートを誤り易い。

   写真説明：１．中高山西尾根のヤブを登る　　　　　２．分水嶺到達点の中高山肩（ここから３隊に別れる）

②中高山の肩から刈安山までの間も、①と同様であるが、ブナ、ミズナラ、などの高木帯もあり、ヤブの薄いところもある。
①中高山の肩～屏風山の間は、シャクナゲ、ササ、を中心とした密叢にいたるところ、ヒノキの巨大な根張りがあり、歩行は困難を極める。

歩行は容易。蠅帽子峠から、ブナ、ミズナラなどのあるヤブ尾根を一気に下るが、蠅帽子川の長い川床歩きに疲れを倍増させた。
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　　　　　　　　 ３．かぎ形ピークから見た屏風山（中央は中ノ水谷：福井県側）
　　　　　　　　 ４．中ノ水東コルから見た屏風山南壁（ヤブに掴まり急登：前回3月20日は雪があり懸垂下降）
　　　　　　　　 ５．蠅帽子嶺山頂　　　　　６．刈安山から見た能郷白山

33.0能郷白山
能郷白山

能郷白山

21.5



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。
　

　　　　　　　　　　１．中高山西尾根のヤブを登る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．分水嶺到達点の中高山肩（ここから３隊に別れる）　

　　 ３．かぎ形ピークから見た屏風山（中央は中ノ水谷：福井県側）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．中ノ水東コルから見た屏風山南壁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ヤブに掴まり急登：前回3月20日は雪があり懸垂下降）

　　　　　　　　　　　　　　５．蠅帽子嶺山頂 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．刈安山から見た能郷白山
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